
楳
井
八
左
衛
門
尉
蹴

七
用
廿
五
目
。
前
田
利
長
、
能
美
郡
湊
村
に
制
札
を
建

て
、
士
庶
の
乱
妨
と
放
火
・
苅
田
と
を
禁
令
。

【湊

村

文

書

】

能
美
郡

ニ
ニ
一
三

禁

制

湊

村

一
、
軍
勢
叩
乙
人
等
濫
妨
狼
籍
之
事
。

付
、
人
取
り
背
中
。

一
、
放
火
之
事
。

一
、
苅
削
之
事
。

右
鎌
-R

若
於
-
一
連
犯
之
輩
一
者
、
速
可
ν
虎
z
巌
科
一
者
也
。
机
川
如
ν
件。

(
前
田
利
長
)

医
長
五
年
七

月

廿

五

日

在

判

(湊
村
は
能
美
郡
に
属
し
、
小
松
城
主
丹
羽
長
重
の
領
内
友

り
。
)

七
月
廿
六
日
。
前
田
利
長
石
川
郡
一
服
留
よ
り
、
金
揮
の

慶

長

五

年

篤
=
加
増
一
六
百
表
令
=
扶
持
一
候
率
。
金
可
-一領
知
一
之
所
如
ν
件。

(
前
回
)

刊

文

佐

川

門

1
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慶
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五

年

七
月
十
七
日
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創句

【
北

徴

遺

文

】

-

五

態
申
入
候
。
去
年
巴
来
内
府
被
v
背
=
御
世
間
一
上
品
位
誓
橋
被
ν
注
ν
之

怒
之
働
条
ぺ
鮮
一
年
寄
栄
一
可
ν
被
一
一
申
入
一
候
。
殊
更
奉
行
・年
寄
一
人

宛
被
a
相
来
一
候
而
ぺ
秀
頼
椋
年
可
ν
被
=
取
立
一
候
哉
。
北
(
段
蓮
k

存

話
、
今
度
各
申
談
及
=
鉾
楠
一候
。
御
手
前
も
定
而
可
v
篤
=
御
同
前
一
候
。

此
節
秀
印
刷
桟
へ

可
ν
有
=
御
馳
走
-
段
、
不
v
及
ν
申
候
敗
。
御
返
事
待
入

候
。
恐
k

謹
言
.

留
守
高
畠
定
吉
に、

そ
の
進
軍
の
肢
を
報
子
。

【
高

畠

文

書

】

-

=

二

回

震
=
見
舞
一
年
h
A

使
者
.
定
心
入
之
段
別
市
脱
落
候
。
今
日
間
宮
迄
着

陣
候
。
明
日
寺
井
三
戸
山
ま
で
相
移
候
。
愛
一
光
之
儀
迫

h
A

一
民
進
可
ν

申
候
。
北
ハ
方
留
守
中
之
事
、
御
気
遣
専
一
候
。

恐
点
謹
言
。

(

幅

広

長

五

年

)

(

前

聞

}

七

月

廿

六

日

利

長

在

判

(
路
島
定
世
間
)

石

見

守

敗

七
且
廿
七
日
。
毛
利
郎
元
等
、
前
田
利
長
に、

豊
臣
氏

の
軍
に
従
は
ん
こ
と
を
悠
泌
す
。

い
ん
き
ょ
は
う
ゑ
ん
寺
へ
米
っ
か
ひ
候
は
ピ
、
共
つ
ゐ
で
に
可
ν
申

候
。
の
だ
山
下
か
り
た
ど
、
寺
へ
御
取
候
や
う
に
申
ベ
〈
候
。
共
外

-
一
下
か
り
は
い
づ
れ
も
寺
に
御
取
候
ゃ
う
=
可
ν
申
候
。

F

艇

長

五

年

)

戸

別

刷

出

民

郎

前

守

利

Hg

七

月

十

三

日

は

ひ

(判明
山
大
防
長
知
J

大

ぜ

ん

参

あ
り
。
)

七
月
十
三
日
。
前
田
利
長
、
象
山
徐
芸
の
隠
居
貧
困
寺

に
石
川
郡
野
田
山
の
下
苅
を
許
き
し
む
。

【
園

事

雑

抄

】

ニ
ニ

一
O

友
を
/
¥
し
ば
き
・か
や
・ま
つ
の
下
ゑ
だ
な
ど
、
い
づ
れ
も
御

取
候
や
う
に
申
付
候
。

外
陣
中
甲
車
法
之
御
朱
印
御
波
、
七
月
八
日
越
後
閣
に
趣
、
従
ν

夫
加
州
に
至
、
加
賀
利
長
参
合
御
朱
印
差
出
、
上
意
述
ν
之
と

慶

長

五

(
民
長
五
年
)

七

月

七

日

戸
山
附
永
d

屋
代
左
衛
門
ど
の
へ

(
天
寛
日
記

K
、
屋
代
左
衛
門
尉
勝
永
、
命
同
津
景
勝
追
討
御

殻
向
之
時
、
北
陸
道
之
御
大
名
に
御
下
知
欣
並
御
朱
印
、
北h

年

(
徳
川
}

家

f，]t 

直
行
氏
怒
り
。
〉

七
用
十
七
日
。
前
田
利
政
、
桜
井
八
左
衛
門
尉
に
、
そ

の
知
行
を
加
増
す
。

【
前

回

文

書

】

金
棒

九
一
六

(
隠
居
費
凶
寺
は
後
の
桃
世
主
寸
怒
り
。
)

七
月
十
三
日
口
前
田
利
政
、
桜
井
八
左
衛
門
尉
に、

知

行
所
付
を
血
(
ふ
。

【
前

間

文

書
】

金
制
伴

-

鈴

峯

牧

新

兵

衛

分

間
所

川

瀬

左

手

失

分

村
松
宇
野
与
右
術
門
尉
分

湖
町
ド
「

L
E
S
-
-

制制
u
J
J
J

ノ
プ
お
下
H
l
J

右
相
z
除
山
川・
竹
木
・野
川
一
可
=
領
知
一
者
也
。
仇
如
ν
件。

山

院

長

五

年

崎

悶

)

〈

七

月

十

三

日

字

国

百
四
扮
表

六

拾

表

武

百

表

合
四
百
表

在
判

(
本
文
は
川
区
長
四
年
十
月
六
日
の
僚
に
摘
げ
た
る
楼
弁
八
左

術
門
が
加
増
知
行
の
所
付
怒
る
ベ
し
。
所
蹴
者
は
男
晶
肘
前
回




